
　

昨
今
、
働
く
人
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
し
て
お
り
、「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

や
「
働
き
方
改
革
」
と
と
も
に
、「
健
康

経
営
」
が
ブ
ー
ム
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
健
康
経
営
を

具
体
的
に
実
践
で
き
て
い
る
企
業
は
ま
だ

限
ら
れ
て
お
り
、
特
に
中
小
企
業
で
取
り

組
み
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
経
営
と
は
、
一
言
で
い
う
と
「
従

業
員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
考

え
、戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
」
で
す
（
図

１
）。
健
康
経
営
の
実
践
に
お
い
て
、
従

業
員
は
企
業
に
と
っ
て
大
切
な
「
資
産
」

で
あ
り
、
従
業
員
の
健
康
増
進
は
人
的
資

本
に
対
す
る
積
極
的
な
「
投
資
」
と
し
て

捉
え
ら
れ
ま
す
。
従
業
員
の
健
康
管
理
を

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
従
業
員
の
健
康
増

進
も
企
業
の
利
益
に
つ
な
が
る
事
業
の
一

つ
と
位
置
づ
け
、
経
営
者
が
主
体
と
な
り

積
極
的
に
取
り
組
む
と
い
う
考
え
方
で
す
。

そ
う
し
て
企
業
が
経
営
理
念
に
基
づ
き
従

業
員
の
健
康
増
進
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

従
業
員
の
活
力
向
上
や
生
産
性
の
向
上
な

ど
組
織
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、
結
果
的

に
業
績
の
向
上
や
企
業
価
値
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
経
営
に
よ
り
成
果
を
得
て
い
る
企

業
の
例
を
あ
げ
る
と
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ

人
材
確
保
や
業
績
向
上
と
い
っ
た
経
営
上

の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
る
こ
と
が
効
果
的
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
健
康
経
営
が
う

た
わ
れ
る
背
景
に
は
、
あ
え
て
「
経
営
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
で
経
営
者
の

関
心
を
引
き
、
従
業
員
の
健
康
増
進
の
意

義
を
知
っ
て
も
ら
い
、
健
康
づ
く
り
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
い

う
目
論
見
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

経
営
者
が
主
体
と
な
り
、
組
織
全
体
で

取
り
組
む
こ
と
が
特
に
有
効
に
機
能
す
る

の
は
、
職
場
環
境
を
改
善
す
る
「
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
で
す
。

　

ハ
イ
リ
ス
ク
戦
略
が
高
リ
ス
ク
群
を
直

接
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
の
に
対
し
、
ポ
ピ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
は
対
象
者
個
人
の
リ

ス
ク
の
大
き
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
集
団
を

構
成
す
る
す
べ
て
の
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
を
損
ね
る
原
因
に
は
「
個
人
的
因

子
」
と
「
環
境
的
因
子
」
が
あ
り
、
個
人

が
持
っ
て
い
る
リ
ス
ク
因
子
を
減
ら
す
の

が
「
ハ
イ
リ
ス
ク
戦
略
」、
身
近
な
環
境

に
潜
ん
で
い
る
リ
ス
ク
因
子
を
減
ら
す
の

が
「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
と
考
え

れ
ば
わ
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
か
。

ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
世
界
中
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
企
業
で
従
業
員
の
健
康
増
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
展
開
し
、
そ
の
効
果
（
投
資
リ
タ

ー
ン
）
は
投
資
額
の
約
３
倍
（
投
資
１
ド

ル
に
対
し
１
・
８
８
～
３
・
９
２
ド
ル
の
投

資
リ
タ
ー
ン
）
に
達
し
た
と
報
告
し
て
い

ま
す
（
図
２
）。

　

以
前
、
東
京
都
予
防
医
学
協
会
が
主
催

す
る
「
健
康
づ
く
り
懇
話
会
」
に
参
加
し

た
事
業
所
を
対
象
に
、「
職
場
環
境
に
関

す
る
調
査
」※
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
調
査
票
は
、健
康
づ
く
り
全
般（
７

項
目
）、健
康
診
断
（
10
項
目
）、喫
煙
（
６

項
目
）、
食
事
（
６
項
目
）、
運
動
（
８
項

目
）、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス（
９
項
目
） 

―
―

の
６
領
域
46
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
対
策
の
実
施
状
況
を
評
価
し
た
結

果
、「
事
業
所
の
ト
ッ
プ
が
従
業
員
の
健

康
づ
く
り
対
策
の
推
進
を
表
明
し
て
い
る
」

事
業
所
は
、そ
う
で
な
い
事
業
所
に
比
べ
、

ほ
と
ん
ど
の
対
策
の
実
施
率
が
高
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

　

喫
煙
を
例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
従

業
員
の
喫
煙
率
が
高
い
こ
と
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
企
業
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
ま

ず
は
タ
バ
コ
の
有
害
性
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
社
内
掲
示
板
に
「
禁
煙
ポ
ス
タ

ー
」
を
掲
示
し
、全
従
業
員
を
対
象
に
「
健

康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、＂
喫
煙
す
る
か
ど
う
か
は
個
人
の

自
由
だ
か
ら
＂
と
、
勤
務
時
間
中
に
た
び

た
び
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
に
抜
け
出
す
人
が
い

る
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

う
ち
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け

に
建
物
全
体
の
受
動
喫
煙
対
策
が
強
化
さ

少子高齢化が進展し、
高齢者の人口比率の拡大や生産年齢人口の減少などへの対策が課題となる中、
注目されているキーワードがあります。それが「健康経営」。
従業員の健康増進を経営課題とし、企業価値を高めようとする動きが広がっています。
健康経営とは何か、そのメリットや企業として取り組む上での重要なポイントについて、
東京慈恵会医科大学教授の須賀万智先生に解説していただきました。

始めて
みませんか、
健康経営
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須 賀  万 智
す か 　 まち

従
業
員
の
健
康
増
進

を
進
め
る
上
で
、
経

営
者
が
組
織
全
体
で

健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
姿
勢
を
表
明

（
健
康
宣
言
）
す
る

こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
対
策

は
直
接
的
に
利
益
を

生
み
出
す
活
動
で
は

な
い
た
め
、
経
営
者

に
と
っ
て
は
優
先
順

位
が
低
く
な
り
が
ち

で
す
。
従
業
員
の
健

康
増
進
に
関
心
が
薄

い
経
営
者
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
に
は
、

経
営
者
主
体
で

取
り
組
む
必
要
性

※「
職
場
環
境
に
関
す
る
調
査
」に
つ
い
て
は
、

　

東
京
都
予
防
医
学
協
会
年
報
２
０
１
5
年
版
を
参
照

健
康
経
営
が

う
た
わ
れ
る
背
景

健
康
経
営
と
は

健康経営とは
従業員の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践すること。
従業員の活力向上や生産性の向上など、組織の活性化をもたらし、
結果的に業績の向上や企業の価値向上につながると期待されます。

国民のQOL（生活の質）の向上
ヘルスケア産業の創出
あるべき国民医療費の実現

企業理念（長期的なビジョンに基づいた経営）

業績向上
企業価値
向上優秀な人材の獲得

人材の定着率の向上

組織の活性化
生産性の向上

社会への効果

従業員の健康増進
従業員の活力向上

企業への効果

図１

経済産業省「健康経営の推進の概要」より

人的資本に対する投資
（従業員への健康投資）

投資リターン（3ドル）

健康経営への投資額
（１ドル）

経済産業省「健康経営の推進の概要」より

人件費
（健康・医療スタッフ、事務スタッフ）

生産性の向上
欠勤率の低下

プレゼンティーイズムの解消

保健指導等利用費、
システム開発・運用費

設備費
（診療施設、フィットネスルーム等）

医療コストの削減
疾病予防による傷病手当支払い減

　長期的医療費抑制

モチベーションの向上
家族も含め忠誠心と士気が上がる

リクルート効果
就職人気ランキングの順位上昇で

採用が有利に

イメージアップ
ブランド価値の向上

株価上昇を通じた企業価値の向上

図2 健康経営の投資に
対するリターン

※健康経営®は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。
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れ
る
こ
と
に
な
り
、「
建
物
内
全
面
禁
煙
」

と
「
タ
バ
コ
自
販
機
撤
廃
」
が
実
施
さ
れ

る
と
、
喫
煙
者
が
屋
外
喫
煙
所
に
出
か
け

る
回
数
が
し
だ
い
に
減
少
し
て
い
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
経
営
者
が
「
職
場
禁
煙
宣

言
」
を
表
明
し
た
こ
と
で
社
内
全
体
が
喫

煙
し
づ
ら
い
雰
囲
気
に
な
る
と
、
禁
煙
希

望
者
が
相
次
ぎ
、
喫
煙
率
が
急
激
に
低
下

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
企
業
規
模
に
か
か

わ
ら
ず
申
請
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
（
図
３
）。

　

健
康
経
営
の
基
本
要
素
は
、
①
経
営
理

念
・
方
針
②
組
織
体
制
③
制
度
・
施
策
実

行
④
評
価
・
改
善
⑤
法
令
遵
守
・
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
―
の
５
つ
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
む
べ
き
か
は
認
定
基
準
に
示
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
４
）。

　

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
経
済

産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い（htt

ps://w
w

w
.m

eti.go.jp/policy/m
ono_

info_service/healthcare/kenko_kei
ei.htm

l

）。

明
す
る
こ
と
は
、
従
業
員
の
健
康
増
進
を

推
進
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ

の
後
は
社
内
の
担
当
者
・
担
当
部
署
を
決

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
計
画
（
Ｐ
）、実
行
（
Ｄ
）、評
価
（
Ｃ
）、

改
善
（
Ａ
）
と
進
め
て
い
き
ま
す
。
最
初

か
ら
あ
れ
も
こ
れ
も
取
り
組
も
う
と
欲
張

ら
ず
に
、現
在
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し
、

コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
で
き
る
こ
と
か
ら
一

歩
ず
つ
進
め
て
い
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
（
図
６
）。

　

健
康
経
営
は
経
営
者
主
体
で
進
め
る
も

の
で
す
が
、
経
営
者
だ
け
で
実
現
で
き
る

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
従
業
員
と
一
緒

に
相
談
し
、
う
ま
く
協
力
し
合
え
る
関
係

を
つ
く
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
「　

」
内
に
示
し
た

取
り
組
み
が
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に

当
た
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
職
場
環
境
は
従
業
員
の

健
康
行
動
を
決
定
づ
け
る
要
因
と
な
り
ま

す
。
職
場
環
境
を
見
直
す
こ
と
で
、
従
業

員
の
行
動
変
容
を
促
し
た
り
、
健
康
に
な

り
た
い
と
い
う
従
業
員
の
努
力
を
後
押
し

で
き
ま
す
。
職
場
環
境
の
改
善
は
健
康
経

営
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
取
り
組
み
で

す
。

　

働
き
方
改
革
も
そ
う
で
す
が
、
職
場
環

境
を
明
確
に
変
え
ら
れ
る
の
は
従
業
員
で

は
な
く
経
営
者
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
も
同

様
に
経
営
者
が
主
体
と
な
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
。

　

健
康
経
営
は
経
済
産
業
省
を
中
心
に
推

進
さ
れ
て
お
り
、
経
営
者
が
健
康
経
営
に

取
り
組
む
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
よ
う

な
顕
彰
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。「
健

康
経
営
銘
柄
」
は
、
東
京
証
券
取
引
所
の

上
場
企
業
33
業
種
か
ら
原
則
１
業
種
１
社

ず
つ
選
定
さ
れ
ま
す
。
一
方
、「
健
康
経

営
優
良
法
人
」
は
、
健
康
経
営
に
取
り
組

む
企
業
の
見
え
る
化

4

4

4

4

を
目
的
と
し
て
、
上

場
企
業
に
限
ら
ず
、
所
定
の
基
準
を
満
た

せ
ば
認
定
を
受
け
ら
れ
ま
す
。「
中
小
規

模
法
人
部
門
」
は
従
業
員
数
１
人
か
ら
対

　

２
０
１
７
年
か
ら
開
始
さ
れ
、３
回
目
を

迎
え
た「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
１
９
」

で
は
、大
規
模
法
人
部
門
に
８
１
６
法
人
、

中
小
規
模
法
人
部
門
に
２
５
０
１
法
人
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
社
も
健
康
経
営

を
始
め
て
み
よ
う
か
と
考
え
る
経
営
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
具
体
的
に
何
か

ら
始
め
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
第
一

歩
が
踏
み
出
せ
ず
に
い
る
方
も
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
は
ま
ず
、

内
外
に
「
健
康
宣
言
」
を
行
う
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
（
図
５
）。　

　

先
述
し
た
と
お
り
、
経
営
者
が
組
織
全

体
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿
勢
を
表

健
康
経
営
の
進
め
方

健
康
経
営
企
業
の

認
定
制
度

大項目 中項目 小項目 評価項目 認定要件

１．経営理念（経営者の自覚） 健康宣言の社内外への発信及び経営者自身の健診受診 必須

２．組織体制 健康づくり担当者の設置 必須

３
．制
度
・
施
策
実
行

従業員の
健康課題の

把握と必要な
対策の検討

健康課題の把握

①定期健診受診率（実質100％）

左記
①～④のうち
２項目以上

左
記
①
～
⑮
の
う
ち
７
項
目
以
上

②受診勧奨の取り組み

③50人未満の事業場におけるストレスチェックの実施

対策の検討 ④健康増進・過重労働防止に向けた具体的目標（計画）の設定
（※「健康経営優良法人2021」の認定基準では必須項目とする）

健康経営の
実践に向けた

基礎的な
土台づくりと

ワーク
エンゲイジメント

ヘルスリテラシーの向上 ⑤管理職または従業員に対する教育機会の設定
左記

⑤～⑧のうち
少なくとも

１項目

ワークライフバランスの推進 ⑥適切な働き方実現に向けた取り組み

職場の活性化 ⑦コミュニケ－ションの促進に向けた取り組み

病気の治療と仕事の両立支援 ⑧病気の治療と仕事の両立の促進に向けた取り組み（⑮以外）

従業員の
心と身体の
健康づくりに

向けた
具体的対策

保健指導 ⑨保健指導の実施または特定保健指導実施機会の提供に関する取り組み

左記
⑨～⑮のうち
３項目以上

健康増進・生活習慣病予防対策

⑩食生活の改善に向けた取り組み

⑪運動機会の増進に向けた取り組み

⑫女性の健康保持・増進に向けた取り組み

感染症予防対策 ⑬従業員の感染症予防に向けた取り組み

過重労働対策 ⑭長時間労働者への対応に関する取り組み

メンタルヘルス対策 ⑮メンタルヘルス不調者への対応に関する取り組み

受動喫煙対策 受動喫煙対策に関する取り組み 必須

４．評価・改善 保険者へのデータ提供
（保険者との連携） （求めに応じて）40歳以上の従業員の健診データの提供 必須

５．法令遵守・リスクマネジメント（自主申告）
　　※誓約書参照

定期健診の実施、健保等保険者による特定健康診査・特定保健指導の
実施、50人以上の事業場におけるストレスチェックの実施、従業員の健康
管理に関連する法令について重大な違反をしていないこと、など

必須

健康経営優良法人2020（中小規模法人部門）認定基準図４

経済産業省ホームページより

本会は、受診者個人の健康づくりをサポートするととも

に、各事業所の健康づくり対策を支援するサービスを展

開しております。健康診断集計結果票の説明、職場環境

の評価、健康づくり対策の相談など、さまざまに対応し

ております。詳しくは健康増進課（TEL 03-3269-2171）

まで、お気軽にお問い合わせください。

東京都予防医学協会からの
おしらせ

始めてみませんか、

健 康 経 営
［特集］

加入の健保組合等へ
40歳以上の従業員の

健診データの提供

階段使用・
社内でのストレッチの

実施

社員食堂・弁当で
栄養バランスの取れた

メニューを提供

保健師や
管理栄養士による

生活習慣改善指導

睡眠と
アルコールに関する
正しい知識の習得

ストレス・
メンタルヘルスに対する

正しい理解の促進

職場での感染症対策
（インフルエンザ予防接

種の費用負担など）

ノー残業デーや
有休取得促進の
仕組みを導入

分煙環境整備や
禁煙プログラムの

導入

社長や健康づくり
担当者から定期健診や

再検査の受診勧奨

MEMO

MEMO

保険者
（健康保険協会・健康保険組合）
等と連携して推進しましょう！

社外リソースを活用しよう！

東京商工会議所「健康経営ハンドブック」より

コストをかけずに
できることから始めよう！

図６

健康経営銘柄 健康経営優良法人
大規模法人部門

健康経営優良法人 
中小規模法人部門

製造業その他

東京証券
取引所 

上場企業

301人以上 300人以下

卸売業 101人以上 100人以下

小売業 51人以上 50人以下

医療法人・
サービス業 101人以上 100人以下

東京商工会議所「健康経営ハンドブック」より

健康経営顕彰制度の申請区分図３

経済産業省「健康経営普及チラシ」より

健康経営を経営理念の中に明文化し、
企業として取り組む姿勢を
社内外に発信する。
※中小規模事業者の方は、協会けん
ぽ等の医療保険者が実施する「健康
宣言」事業に参加しましょう。

STEP 1
「健康宣言」を

実施しよう

経営層全体で
取り組みの必要性を共有したり、
担当者・担当部署を設置するなど、
取り組みやすい体制を作る。

STEP 2
実施できる

環境を整えよう

自社の健康課題を見つけ出し、
目標を設定した上で施策を実行する。

STEP 3
具体的な

対策をしよう

施策の効果を経営層を含めて確認し、
現状の取り組みの評価を
次の取り組みに生かしていく。

STEP 4
取り組みを
評価する

図5 健康経営の進め方
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1985年日本大学医学部卒業。同大学
附属病院第3外科に入局。1990年よ
り日本通運健康保険組合、1996年よ
り富士ゼロックスを経て、2001年よ
り現職。

阿久津 昌久
あくつ 　 まさひさ

健
康
経
営
銘
柄
選
定
企
業

味
の
素
株
式
会
社
の
取
り
組
み

「
セ
ル
フ
・
ケ
ア
」め
ざ
し
、個
別
全
員
面
談
な
ど
を
展
開

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、

２
０
２
０
年
に
は
４
年
連
続
で
健
康
経
営
銘
柄
に
選
ば
れ
る
な
ど
実
績
を
あ
げ
て
い
る
味
の
素
株
式
会
社
。

全
社
担
当
産
業
医
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
阿
久
津
昌
久
先
生
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

阿
久
津
昌
久 

全
社
担
当
産
業
医
に
聞
く

始めてみませんか、

健 康 経 営
［特集］

バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
睡
眠
、
さ
ら
に

現
病
歴
や
既
往
歴
な
ど
の
項
目
を
聞
い

て
デ
ー
タ
化
し
ま
す
。
ま
た
、
管
理
職

と
の
面
談
で
は
部
下
に
関
す
る
話
も
聞

き
、
当
人
の
面
談
に
生
か
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
あ
れ

ば
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
の
で
、
結
局
こ
れ

が
一
番
効
率
的
な
の
で
す
。
定
期
健
診

で
は
埋
も
れ
が
ち
な
心
身
の
不
調
も
、

会
う
こ
と
で
わ
か
る
こ
と
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

だ
け
ま
す
か
。

阿
久
津　

医
療
や
健
康
管
理
の
部
門
の

取
り
組
み
は
会
社
の
人
に
は
見
え
づ
ら

い
た
め
、
楽
を
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ

そ
襟
を
正
し
て
、
し
っ
か
り
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
仕
事
の
実

績
を
き
ち
ん
と
「
見
え
る
化
」
し
て
報

告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
分
た
ち
を

守
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
仕
事
を
見

直
し
て
効
率
化
し
、
実
績
を
上
げ
て
そ

れ
を
会
社
に
示
し
て
い
け
ば
、
望
む
方

向
に
進
ん
で
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
健
康
経
営
を
始
め
て
、
ど
ん
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
か
？

阿
久
津　

社
員
の
ス
ト
レ
ス
が
圧
倒
的

に
軽
減
し
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す
。

管
理
職
と
の
面
談
で
も
５
年
前
と
は
ス

ト
レ
ス
の
緊
迫
度
合
い
が
明
ら
か
に
違

い
、
年
々
和
ら
い
で
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
「
働
き
方
改
革
」
の
一
環
と

し
て
、「
ど
こ
で
も
オ
フ
ィ
ス
」
と
い
う
、

場
所
や
時
間
帯
を
問
わ
な
い
働
き
方
や
、

所
定
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
を
推
進
し

た
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

阿
久
津　

や
は
り
仕
事
は
結
果
を
出
す

こ
と
が
大
事
で
す
。
当
社
の
健
康
経
営

―
―
味
の
素
で
は
早
く
か
ら
健
康
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

阿
久
津　

私
が
着
任
し
た
の
は
２
０ 

０
１
年
で
、
ち
ょ
う
ど
会
社
が
健
康
管

理
施
策
を
治
療
か
ら
予
防
へ
シ
フ
ト
し

よ
う
と
舵
を
切
っ
た
時
期
で
し
た
。
着

任
後
す
ぐ
に
業
務
を
見
直
し
、
事
業
所

内
の
診
療
所
を
廃
止
し
、
健
診
結
果
の

封
入
な
ど
の
事
務
作
業
は
健
診
機
関
に

的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

阿
久
津　

正
し
い
知
識
に
基
づ
き
社
員

が
自
ら
行
動
し
、
そ
の
結
果
を
評
価
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
例
え

ば
受
診
が
必
要
な
社
員
に
は
、
病
院
を

選
ん
で
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
病
院

の
選
び
方
を
教
え
て
自
分
で
動
け
る
よ

う
に
少
し
背
中
を
押
す
く
ら
い
の
ス
タ

ン
ス
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
自
己
管
理
能
力
や

自
身
の
健
康
感
を
養
っ
て
も
ら
い
、「
味

の
素
で
働
い
て
い
た
ら
、
自
然
に
健
康

委
託
す
る
よ
う
に
し
―
―
東
京
都
予
防

医
学
協
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
―
―
、
集
団
を
対
象
と
し
た
「
健
康

教
室
」
も
効
率
が
悪
い
の
で
や
め
て
、

そ
の
年
か
ら
、
担
当
し
て
い
た
事
業
所

で
全
員
面
談
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
全
員
面
談
は
全
社
的
な
取
り
組
み

に
な
り
、
今
は
約
３
６
０
０
人
の
全
従

業
員
を
対
象
に
、
１
人
30
分
か
け
て
行

っ
て
い
ま
す
（
図
）。

―
―
全
員
面
談
と
い
う
の
は
、
手
間
も

時
間
も
か
か
り
そ
う
で
す
が
。

阿
久
津　

面
談
で
は
食
事
や
運
動
、
タ

に
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
な
健
康

の
文
化
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

全
員
面
談
は
「
年
１
回
以
上
実
施
す

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
は

や
そ
れ
が
不
要
な
く
ら
い
に
す
っ
か
り

慣
例
化
し
て
い
る
の
で
、
実
施
率
は
ほ

ぼ
１
０
０
％
で
す
。こ
れ
も
当
社
の「
文

化
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
「
健
康
の
文
化
を
つ
く
る
」
と
い

う
の
は
健
康
経
営
に
も
通
じ
ま
す
ね
。

阿
久
津　

そ
う
で
す
ね
。
当
社
が
「
健

康
経
営
」
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は

２
０
１
５
年
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
何
か

新
し
い
こ
と
を
始
め
た
の
で
は
な
く
て
、

も
と
も
と
や
っ
て
い
た
こ
と
を
会
社
と

し
て
整
理
し
、
体
系
化
し
て
い
る
だ
け

な
の
で
す
。

　

た
だ
、
全
事
業
所
の
食
堂
の
献
立
に

味
の
素
流
の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
を
加
え

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
わ

れ
わ
れ
健
康
推
進
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は

難
し
く
、
会
社
が
動
い
て
く
れ
る
こ
と

で
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
健
康
経
営
の
恩
恵
で
す
ね
。

―
―
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
大
事
に

な
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
い
た

―
―
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

阿
久
津　

当
社
独
自
の
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
職
場
復
帰

し
た
社
員
を
段
階
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。
再
発
率
ゼ
ロ
を
目
標
と
す
る
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
員
面
談
と
と
も
に

当
社
の
取
り
組
み
の
二
本
柱
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
基

礎
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
セ
ル
フ
・
ケ

ア
」
と
い
う
方
針
で
す
。

―
―
セ
ル
フ
・
ケ
ア
と
い
う
の
は
具
体

の
成
果
と
し
て
、
愛
社
精
神
を
含
め
た

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
社
員

の
生
き
生
き
度
が
ど
れ
く
ら
い
向
上
し

た
か
を
何
と
か
数
字
で
表
し
た
い
と
思

っ
て
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
当
社
の
健
康
経
営
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
方
に
は
、
喜
ん
で
ノ
ウ
ハ

ウ
を
開
示
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
健
康
経
営
を
き
っ
か
け
と
し
た

他
社
と
の
交
流
も
始
め
て
い
ま
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
健
康
経
営
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
は
、
健
康
経
営
銘
柄
と
し
て

の
責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

独
自
の
取
り
組
み
で

社
員
の
背
中
を
後
押
し

健
康
経
営
を
始
め
て

変
わ
っ
た
こ
と
、

変
わ
ら
な
い
こ
と

● 最低でも年に１回実施

● 対象は全従業員
（正社員、嘱託社員、パートタイム従業員）

● 過去15年以上継続しており、
実施率は100％

● 面談には30分間／人をかける
事業所によっては6カ月を要する

● 定期健康診断だけでは表れにくい潜在的な心身の不調を
漏れなく拾う

● 法定化された「ストレスチェック」、健康保険組合主体の
「特定保健指導」に必要な措置の機能も併せ兼ねる

● 海外出向者は、WEB面談で遠隔的にフォローを実施

「すべての不調発見の入り口となる」全員面談図

阿久津先生は健康経営というものを本当によくご存じで、
すごく積極的に取り組んでいらっしゃるので、
保健師やスタッフも一生懸命ついていっています。

（健康経営担当の浅井さん）

阿久津昌久全社担当産業医（前列右から3人目）、人事部労政グループ兼人事部健康推進センター健
康経営担当の浅井誠一郎さん（後列右から4人目）と人事部健康推進センターの皆さん

味の素株式会社 全社担当産業医
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